
 

 

 

 

 

 

 

 

 

侍ＪＡＰＡＮから学ぶ「チーム住吉小」 

校 長  天井  弘 

 ＷＢＣ２０２３で侍ＪＡＰＡＮが、感動の３回目の優勝を果たしました。準決勝メキシコ

戦での劇的なサヨナラ勝ち。決勝でのアメリカとの息をのむ投手戦。大谷翔平選手が投げて

のゲームセットは、生涯忘れられないシーンとなりました。侍ＪＡＰＡＮの強さは、国内外

のトップクラスの選手を招集したことは、もちろんですが、私は、個人的に次の２つのこと

が要因であったと考えています。 

その１つは、「組織力」です。「優勝をする」という明確な目標を全選手が共有する。侍 

ＪＡＰＡＮとしての誇りと責任をもつ。不断の努力を積み重ねる。互いをリスペクトする。

コミュニケーションをしっかりととり、同僚性、関係性を高め協働体制を構築する。誰かの

ミスを誰かがカバーし、献身的なプレーをする。結果が出ていなくても信じ続ける。 

もう１つは、野球をこよなく愛す「野球愛」と侍ＪＡＰＡＮへの「チーム愛」です。選手

の皆さんは、野球が大好きで野球少年でした。少年時代、過去に優勝した侍ＪＡＰＡＮへの

あこがれとメンバーになるという夢をもっていました。この「野球愛」と「チーム愛」があ

ったからこそ、不断の努力を積み重ね、プレッシャーに耐え抜くことができたと私は思って

います。 

侍ＪＡＰＡＮの姿を学校に当てはめて考えてみます。 

 

「組織力」 

・目標を全教職員で共有する。・教師としての誇りと責任をもつ。・研修を積み重ねる。 

・相手をリスペクトする。・コミュニケーションをとる。・同僚性、関係性を高め協働する。 

・助け合い、貢献する。・子どもの成長と変容を信じる。 

★全教職員が上記のことについて意識して働くことが組織力アップにつながる。 

 

「子ども愛」「学校愛」「地域愛」 

・子どもへの愛情をもつ。・学校への愛情をもつ。地域への愛情をもつ。 

★どんなに優れた組織力があっても根本となる「子ども愛」「学校愛」「地域愛」がなけれ

ば、学校としての基盤が大きく崩れる。 

 

これらのことが実現できたとき、「チーム住吉小」として機能すると考えます。 

 

令和５年度は、全校児童数５６８名、教職員数６４名でスタートしました。私も住吉小学

校５年目。教職３９年目の再任用校長として、勤務させていただきます。「一人一人に寄り添

い、響き合う学校」を目指し、「学校は、子どもたちのためにある」という思いをもって、「チ

ーム住吉小」として、今年度の教育活動を展開していきます。 

保護者の皆様、地域の皆様のご理解とご協力よろしくお願いいたします。 
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 【４月後半・５月前半の主な学校行事の予定】 

 

 

 

（４月） 

１７日（月）委員会・５年生６時間授業 

      ２～６年生 NRT（国語） 

      １年生視力・聴力検査 

１８日（火）６年生全国学力・学習状況調査 

      ５年生視力・聴力 

      スマイルタイム 

（縦割り班面識会） 

１９日（水）２～６年生 NRT（算数） 

２０日（木）１年生を迎える会 

２１日（金）学習参観日（５限）、懇談会 

２４日（月）２年生視力・聴力 

２５日（火）非常ベル聴取訓練 

      ３年生視力・聴力 

２９日（土）昭和の日 

 

 

（５月） 

１日（月）全校朝会・街頭指導 

３日（水）憲法記念日 

４日（木）みどりの日 

５日（金）こどもの日 

８日（月）委員会・５年生６時間授業 

９日（火）スマイルタイム、避難訓練 

１０日（水）児童朝会、内科検診 

１１日（木）全校運動会練習２限 

１５日（月）クラブ活動、眼科検診 

１７日（水）運動会予行（2,3限） 

耳鼻科検診 

２０日（土）運動会 

２２日（月）振替休業日 

２４日（水）自転車教室、内科検診 

２９日（月）クラブ活動 

 


